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企画趣旨

ラ イフ デ ザ イ ン と福 祉(Well-being)の 人 類 学

  一開 か れ たケ ア ・交 流 空 間 の創 出 一

国立民族学博物館 鈴木 七美

 社 会の少子高齢化 とい う現 状認識 のも と、援助 を必要 とす る人 々への支援 の基盤 とな る財源や

人材の確保 をは じめ として、ケアや介護への関心 が益 々高 まって いる。 国民国家の枠 組みの も と

に進 められて きた福祉国家の諸制度 は社会 を基盤 とす る とい う観点か ら、福祉社会 について考察

を深 め、援 助技 術 に留ま らずそれ らが実践 され る状況 に注 目し、 ケア され る側 の声 を生かそ うと

す る視点 も示 され 、様 々な領 域の研究 が進 め られ ているi)。

 とはい え普遍 的現実 としての老化や 、ライ フステージにお いて様 々な状況 を経験す る人 々の 日

常 を考 えるな らば、気遣い 、配慮、関係性 を紡 ぐとい う意 味でのケアはすべての人々 に関係す る

事 が らで ある。こ うした意味 のケアを考え るにあた り、「ウェル ビーイングwell-being」(よ き生活 ・

幸福 ・安寧)や 生活の質(QOL)を 検討す る視点が不可欠 である2)。 グローバル化、多文化 化が進 む

現代社会 にお いて、コ ミュニテ ィや生活者 の ウェル ビーイ ングとその実現に向けた対話や調整 の

アー トの練磨 は、フィール ドワー クに基 づ く文化 人類学研 究は もちろん、他領域 の研究や現場 に

お ける実践者 の経験 を動員 し、共同的に取 り組むべ き重要課題 として浮上 している。

 そもそも ウェル ビーイ ングは、14世 紀以来 「善 き生good living」を意味す る語 として使 われて

いた ものであ り、人や共 同体や事物が よく快適 な状態 を表す ものであった。それは、原義 におい

ては 「弱者 」や 「非理性 」を例外 とす る周縁性へ の配慮 に留 まるものではない。後 に私 たちに 「福

祉 国家(welfare state)」とともに馴染み深 くなる"welfare"は 、ともすれば多分 に 「慈恵的 」「慈善的」

なイメージで、一部 の 「弱者 」「非理性 」とされた人々 のみ を対象 とす るよ うに受け止 め られ 、17・

18世 紀 の 〈ポ リス〉(福 祉行政)を 経 る中で、教育 ・治療 ・治安 ・福祉 な どに関 し専門職化 した

サー ビスを一方的に与 える"welfare"が 頻繁に使 用 され るよ うになった3)。

 1946年 のWHOの 世界保健機構憲章草案の 中に、病気 に罹患 していない とい う意味 に留 ま らな

い 「良好な状態」 として、「健康」を定義す る上で明確 に意味付 けされ た 「ウェル ビーイ ング」 と

い う言葉が登場 し、すべての人々が 日常生活の 中で求 めて い くとい う意味での 「良好 な状態」 と

して注 目され るよ うになった。 ただ、1994年 に 「子 どもの権利 に関す る条約Convention on the

Rights of the Child」が 日本 において批准 され た際 、「ウェル ビーイ ングWell-Being」 が 「福祉welfare」

と訳 された ことにみ られ るよ うに4)、 この言葉 は、人々が考 える 自分の望みや ライ フスタイル を

生か してい くとい うよ りも、まずは環境 を整備 し援助 を与 えるこ とに集 中する とい う印象 を与え

る傾向がみ られ る。

 しか しな が ら、 ウェル ビーイ ングの実現 は、全 ての人々に共通 に必須の生のスタイル として追

及 され るものであ る。 そのためには、一人一人が 自らの 「ウェル ビーイ ング」に思い を馳せ 、表

現す るこ とが出発 点 となる。それ らを ライ フデ ザイ ンとして実現 させてい くにあたっては、専門

家 のみ な らず 、全 ての人 々が、願いや希望の多様性 を探 り、その実現 に必要な要 素を見出 してい

くこと、す なわち、人々が思い を発信す る機会 を確保 し、希望を調整す る協働 的活動 に参加 して
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いくことが不可欠である。

 ここでは 「ウェルフェアwelfare」 と共に 「福祉」と訳 されてきた 「ウェル ビーイング」という

語に注 目し、一方的な支援に留まらない新たな関係性に開かれた重層的な活動としての 「福祉」

の様相について考える。その際、ケアの場 として設けられてきた学校や高齢者の生活の場など、

国内外の具体的な空間に注目する。近代化過程において、人々の活動やその場は専門的知識に基

づき整備 される傾向がみられたが、年代や状況によって固定化 された暮 らし方を問い直すことは、

その手がか りを与えると思われる。本フォーラムでは、オルタナティヴとして行われてきた実践

の数々に触れることで、人々のウェル ビーイングを構成する要素を問い直 し、それを実現する活

動の工夫が、変化す る状況に対応 しつつ多様な活動拠点に開かれた場を創出する展開について検

討する。

 鈴木は、薬学系有機合成化学を基盤 とした薬剤の合成及びその薬剤 を経口投与が難 しい患者へ

も適用可能とす る経皮吸収可能な新規機能性材料の開発研究 とい う仕事に従事 していた過程で、

患者 も含めケアの場に関わる人々の情報やパワーを共に生かすことに興味を抱くようになった。

その後、出産や医療の近代化に疑問を抱き 「ふつ うの人々」の癒 しのあ りようを問い直 した19

世紀アメリカの民衆健康運動や現代の代替医療(オ ルタナテ イヴ ・メディスン)と い うテーマを

追い、オルタナティヴとい う視点から、アメリカで現代文明の適用を制限 し高等教育を否定する

キ リス ト教再洗礼派ア0ミ ッシュのライフスタイルや、新生殖補助技術や国際養子縁組など家族

の多様性 と関連する実践をとりあげてきた5)。 それらを通 して、幸福や豊か さの捉え方に基づ く

働き方や教育実践の多様性に思い至 ると共に、それ らに基づく要素を抽出、解析 した結果として、

施設やスペースが工夫 されている事例にも出会 うことができた。そして、若い世代から高齢の世

代まで、それぞれの土地に根 ざした生活に触れ ることにより、人々のウェル ビーイング観を構成

す る要素やライフデザインのありようについて考えるようになった。

 このよ うな観点か ら、国立民族学博物館機 関研究プ ロジェク ト「ライフデザイ ンと福祉

(well-being)の人類学一多機能空間の創 出と持続的活用の研究」を立ち上げ、文化人類学はもとよ

り社会学 ・教育学などの研究者や実践に関わるメンバーと共同研究を続けてきた。今回それ らの

過程 と研究成果を一般公開 し、議論を深める目的で国際研究フォーラム 「ライフデザインと福祉

(Well-being)の人類学一開かれたケア ・交流空間の創出」を企画した。以下に各セッションの概要を

示す。

 セ ッション1 人にや さしい社会の創生に向けて 一大学からの情報発信 と人材育成 一

 本セ ッションでは、多機能空間 としての大学について検討する。大学が支援活動の拠点として、

弱者や被災者のみならず、人々のニーズやアクセシビリティに関する情報が次第に蓄積され、重

層的かつ継続的に活用されてい く経緯を報告する。人々のニーズとして提示 された多様なケアは、

すべての人々のアクセシビリティに関 しアイディアを出す企画 ・立案へ と展開 し、教育を通して

拠点がコミュニティに開き繋がってゆく過程を検討する。        '

 1.「 大学アクセシビリティセンターにおける活動の展開」では、日本初の大学アクセシビ

  リティセンターにおいて、特定の学生に対する支援に留まらず、情報交換や教育の中核

  としてセンターが重層化 してきた様相を報告する。

 2.「 被災か ら復興におけるボランティア活動の変化一震災資料収集 と情報発信を中心に」

  では、阪神 ・淡路大震災後の 「震災資料」を収集、保存、一般公開 しようとする 「震災
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文庫」の立ち上げや、ボランティア活動が資料収集や新たな情報発信の場を継続的に形

成 していく経緯を報告する。

 セッシ ョン皿 多文化社会における高齢者のクォリティ ・オブ ・ライフ

 本セッションでは、多機能空間としての高齢者対象施設について検討する。

 カナダでは、エスニシティや宗教に基づく高齢者集合住居や施設が数多 く創設 されているが、

これ ら施設の特徴の一つは、多文化主義のもとでまわ りのコミュニティにも開かれることである。

閉鎖的にな りがちなエスニ ック高齢者集合住居において、外部 との交流や異なる文化的背景の

人々の入居が可能 となるよう行われてきた、 日系および中国系の施設を拠点とした協働の試みに

注 目する6)。施設協働のプログラムが、エスニシティや世代により文化的背景の異なる人々にい

かに活用され、これらの施設が町やコミュニティにどのように位置付けられてきたのかを考察す

る。

 1.「 多文化主義カナダの高齢者集合住居 とアウトリーチ」では、多文化都市 トロン トで、

  中国系高齢者施設をは じめ四施設 と協力 して実施 している、 日系高齢者対象のアウトリ

  ーチプログラムの開発経緯、「アウトリーチ ・コーディネーター」の役割について報告す

  る7)。

 2.「 中国系老人総合施設イーホンセンターにおける継続的ケア と文化的背景への配慮」で

  は、日系高齢者施設のア ウトリーチ活動 と協働 し、開放的な施設で高齢者が充足 して暮

  らせるように、「異文化」をアクティビティや食事に取 り入れ ることにより、コミュニケ

  ーションを図ってきた経緯 を報告する。

セ ッション皿 高齢者のウェルビーイングから地域 コミュニティのデザインへ

本セッションでは、高齢者が求める多様なウェル ビーイングとその展開を検討す る。

1.「 産業型福祉一高齢者を担い手 とする産業の創出 と町のデザイン」では、過疎化 ・高齢

 化が進行する徳島県上勝町において、地域に適合的な産業の振興を推進 し、その結果と

 して 「産業型福祉」を果たした町 として広 く知られるようになった経緯について報告す

 る。

 高齢者のウェル ビーイングを構成する要素の一っ としての 「仕事」を十分に行えるよう

 に工夫された支援の数々が、高齢者のみならずコミュニティの他の年代の人々の交流状

 況や生活を変化 させ、移住者 も共に当事者 として協働 し、地域コミュニテ ィを変化 させ

 てゆく可能性8)について議論を深める。

2.「 ケベック州モン トリオール市におけるマギル大学の高齢者学習グループの展開」では、

 大学に集合 し仲間とともに学ぶプログラムを自ら編み出す高齢者の活動について報告す

 る。カナダのマギル大学の一部として展開してきた高齢者の継続学習プログラムは、「自

 分たちでデザインし、お互いから学ぶ」(Peer design and Peer leaming)をモットーに、会員

 の自治によるボランティア活動として運営されている。学習グループ、講演会、校外探

 索などの実例を紹介 し、やってみたかったことを仲間と追及す る高齢者のウェルビーイ

 ングと大学の役割について考察する。

セッシ ョンIV 技術 と障害者から始まるコミュニティ ・デザイン
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 本セ ッションでは、双方向的ケアを可能 とするシステム開発の現場に集 う人々の活動について

検討する。支援を必要 とする人々の声を生か し、適合的な技術を構想する作業を、障害をもつ人々、

学生、研究者が協同で行ってきた経緯を報告する。暮らしの場のウェル ビーイングに関わる具体

的なモノや方法の開発に関わる学生たちの学外活動が、街作 りに繋がる交流を生み出してい く状

況にっいて議論する。

 1.「 スペースALS-D一 介護xダ ンスx建築 一」では、重度ALS患 者の独居(dokkyo)生 活の

  場と舞踏(dance)ス タジオを融合 した 「スペースALS-D」 を拠点 とする活動にっいて報

  告する。患者 自ら介護事業を展開す る 「さくらモデル」の展開やダンスイベ ン トの開催

  など、地域に密着した暮らしのデザインに関し議論する。

 2.「 難病患者の遠隔地間対面コミュニケーションと技術ピアサポー ト」では、「生存学」創

  成拠点のALS-ITプ ロジェク トの展開を報告する。ALS患 者 と協働 し開発する遠隔地間の

  対面コミュニケーシ ョンが、患者 と周囲の人々との関係にもたらす効果を検討す る。

 3.「 重度重複障害者の 日中活動 と工学部学生の福祉ものづくり」では、地域に根 ざした重

  度重複障害者施設 「訪問の家 朋」を拠点 として、湘南工科大学のサー ビスラーニング

   「障害者支援モノづ くり」の授業に参加する学生 と障害者が、使 う人の視点か らモノづ

   くりの協働作業を進 め、地域に新たな価値 を創出する過程を報告す る。

セ ッシ ョンV オル タナテ ィヴ教育 とライ フデザイ ン

本セ ッシ ョンでは、 ウェル ビーイ ングの把握 と 「教育」の意味を検討す る。

1.「 『試験 のない学校』 一デ ンマー クのフォル ケホイス コー レに集 う人 々」では、幸福度世

 界一 ともいわれ る社会福祉国家デ ンマー クにお いて、大 きな役割 を果 た してい ると され

 るフォル ケホイ スコー レ(国 民高等学校)に ついて報告す る。

 誰 もが、立ち止ま って考 え学ぶ ことがで きる場 とされ るデ ンマー クの特徴 的な民衆学校

 フォル ケホイス コー レは、試験や 資格 とは無縁 であ り、教師 と学生 が共 に暮 らし対話す

 る場 である9)。 「生の学校 」 とよばれ るフォル ケホイス コー レを創始 した哲 学者 ・詩人 グ

 ル ン トヴィが生 きた時代背景や 、今 日のデ ンマー クの教育 の柱 となってい る事 が ら、す

 なわち人々の ウェル ビーイ ングや コ ミュニテ ィに関す る考 え方 とそれ を実現す るための

 アプ ローチ としての教育 について検討す る。

2.「 オル タナテ ィ ヴ教育 と時 のデザイ ンー現代 アメ リカにお けるアー ミッシ ュ とい う生 き

 方」では、高等教育 を否定す るア0ミ ッシュの親 たちが 自ら手作 りす るワンルー ム ・ス

 クールを重視す る、オル タナテ ィ ヴ教 育の実践にっいて報告す るlo)。 最近注 目され てい

 る、アメ リカ にお けるホームス クール の考 え方 をも紹介 しなが ら、アー ミッシュの人 々

 の ウェル ビーイ ング と教育の意味 を考 える。

以上、ライフサイクルにおける多様な時の過ごし方を可能 とする空間の可能性 についての報告

と議論を通 して、特に以下の点を検討する。

 1.い かなる状態で何処にいても人々が囲いこまれることなく交流できる方法を開発す るこ

  とが、一方向的ではないケアの空間を確保することに繋がるのではないか。

 2.様 々な活動に開かれるケア空間は、人々に交流の機会を提供するだけではなく、変化に

  対応 しなが ら新 しい企画を練 る基点 となって、より広いコミュニテ ィにおける持続的共
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 生を可能 とす る一要素を構成す るのではないか。

3.上 記 のケア空 間ひいて はコ ミュニテ ィ構想 にあた っては、専 門職者 とは限 らない、すべ

 ての 「ふつ うの人 々」が 自らの 「ウェル ビーイン グ」に思い を馳せ、声 を発 し、議論 ・

 調整 に参加 す る ことが出発 点 となろ うが、 これ を可能 とす る人材 やシステムは どの よ う

 に構想 し うるか。

最後に、本シンポジウムで得られた知見をもとに、ケア空間の創出とその柔軟な持続的活用に

関する基盤的研究 と応用的研究を深化 させ、実践 ・研究の場に関わる人々のさらなる協働に繋げ

ていく所存である。
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